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●コミュニケーション講座-私の気持を伝える
（先着30人・要予約）　9月9･30日（水）午前10
時～正午（全2回）/男女共同参画センター/2回で
500円/ミズの会/☎334-0433石井（夜間）
●和紙人形作り（初心者）　9月22日（休）午後1
時～3時/八幡市民談話室/1,000円/八幡姉さま
人形の会/☎090-6314-0707林

●ユネスコ「平和の鐘を鳴らそう」　8月15日
（土）午前11時30分～午後0時30分/JR市川
駅、中山法華経寺、真間山弘法寺、行徳徳願寺/
ユネスコ協会/☎090-4395-1828豊田
●おいそく（生活体力測定会）　
8月23日（日）午前10時～正午、午後1時～3時/
曽谷公民館/健都会/☎372-1006林
●市川の民話を語りませんか　8月24日（月）午
前10時～正午、午後1時30分～4時/市川教育
会館/市川民話の会/☎378-6679同会事務局
●第25回バザーin市川（医療相談あり）　8月30
日（日）午前10時～午後2時30分/勤労福祉セン
ター分館/日本てんかん協会千葉県支部/☎373-
1369永島
●そるとフェスタ2009　9月12日（土）午前11
時～午後2時/新浜小学校/いちばん星ぽれぽれ＆
ウェーブ/☎395-7848田辺

チャリティ公演オペラ「椿姫」　9月13日
（日）午後2時30分～7時/文化会館小ホール
/5,000円/フィオーレ･オペラ協会/☎371-0921西

…1％支援制度の支援対象事業

語学・教育
●中級英会話　月4回土曜日午後6時～9時/文
化会館/月4,000円/市川中級英会話/☎372-
5538榎本
●古事記の語る古代史　月2回土曜日午前10
時～正午/市民会館/月2,000円/市川古事記を
学ぶ会/☎322-0975木村
●英会話（学生、社会人）　月4回火曜日午後7
時30分～9時/鬼高公民館または月4回木曜日午
後7時30分～9時/信篤公民館/月5,000円/ス
パーク/☎370-7309宮崎
●源氏物語　月2回月曜日午後1時～3時/男
女共同参画センター/1回500円/真実の会/☎
372-2930真上（午前中）
●文化教養講座（市内在住の55歳以上）　第
1･3火曜日午後1時30分～3時30分/中央公民
館/5月～8月3,000円、9月～4月5,000円/市川
中央老壮塾（1期生）/☎322-1634斉藤

スポーツ・健康
●合気道（高校生以上）　毎週水曜日午後7時
15分～8時45分/第一中学校/月3,000円（高
校生2,000円）/国府台合気道クラブ/☎090-
9106-3435田向
●楊名時太極拳　月4回木曜日午後7時～9時/
行徳公民館/入会金500円、月1,000円/健康太
極拳木曜会/☎369-7238蘇木
●ソフトバレー･インディアカ　月4回月曜日午
後7時～9時/菅野小学校/年会費1,200円/菅野軽
スポーツクラブ/☎080-1274-9473清水（夜間）
●9人制バレーボール（経験者）　毎週土曜日
午後7時～9時/第八中学校/月500円/鶴指クラ
ブ/☎393-1451安部
●ヨガ･ピラティス　月2回月曜日午前10時
～正午/I-Linkホール/月4,000円/K&I/☎090-
7286-1362いせき
●新気功波動　第2･3月曜日午後2時～4時/
八幡ふれあい館/月3,000円/健康気功/☎338-
9073富田（夜間）

舞踊・ダンス
●社交ダンス（65歳までの初心者）　月2回土

曜日午後1時30分～4時30分/鬼高公民館/月
1,000円/ダンス幸/☎376-5239加藤
●民踊（盆踊り）　月2～3回木曜日午前10時～
正午/行徳駅前公園/月1,000円/結び乃しの会/
☎397-5742鈴木
●社交ダンス（初級者）　月4回月曜日午前10時
～正午/急病診療・ふれあいセンター/入会金1,000
円、月3,000円/ハッピー会/☎371-5958鈴木
●フラダンス　月3回火曜日午後1時～4時/西
部公民館/月2,000円/プアレフアの会/☎371-
7796高橋
●社交ダンス（中･上級）　月4回水曜日午後7時
～9時/男女共同参画センター/入会金1,000円、
1回1,000円/カサブランカ/☎322-8721木村
●社交ダンス　毎週水曜日午後7時～9時/西
部公民館/年会費1,000円、1回500円/西部ファ
ミリー･ダンスサークル/☎371-6710山口
●フラダンス　第1･3水曜日午後7時～9時/男
女共同参画センター/月3,500円/ヒロ･フラの会/
☎378-8645石川
●フラメンコ　月4回木曜日午後7時～9時/南
行徳公民館/月5,000円/フラメンコグルーポ/☎
080-3471-8685鈴木
●社交ダンス（経験者）　月4回木曜日午前10
時～正午/勤労福祉センター分館/入会金1,000
円、月3,000円/リリーダンス/☎373-5244安納
●健康体操　月4回金曜日午前9時30分～11
時/塩浜体育館/入会金3,000円、月3,000円/同
サークル/☎397-3732伊丹

音楽・芸能
●ウクレレ（初心者）　第1･3水曜日午後7時～
9時/市川駅南公民館/入会金1,000円、月2,500
円/エンジョイ･ウクレレクラブ/☎371-1177箕輪
●詩吟と発声（初心者）　第1･3土曜日午後2
時30分～5時/大野公民館/月2,300円/大野詩
吟クラブ翔/☎303-1796林
●リトミック(1歳〜4歳児)　月3回金曜日午前

9時30分～午後1時/市川駅南公民館/月2,800
円/親子でリトミック/☎080−5413−3711山根

書道・絵画
●油絵･水彩画　第2･4土曜日午前9時～正午/
信篤公民館/入会金1,500円、月2,500円/みずい
ろの会/☎379-2752佐藤
●書道　第1･3水曜日午前9時30分～11時30
分/曽谷公民館/入会金500円、月1,500円/連の
会/☎338-6706渡邊
●水墨画（初級）　月1回金曜日午後1時～5時
/男女共同参画センター/月2,000円/孝雲会/☎
324-4725本田
●書道　第1･3月曜日午前10時30分～午後4時/
文化会館/月3,000円/蒼天社/☎338-5291神山

その他
●囲碁（級位者）　第2･4木曜日午後1時～5時
/信篤公民館/月1,000円/信篤囲碁サークル/☎
377-3433大嶋
●着付け　月3回木曜日午前10時～正午、午後
2時～4時、7時～9時/文化会館/入会金2,000
円、月2,700円/雅び会/☎377-1552山本
●ゆかたの着装とマナー（小･中学生）　月2回
土曜日午後2時～3時/西部公民館/初回のみ雑
費1,000円/装道和装礼法こども教室/☎373-
1391小川
●親子サークル（未就園児）　月3回火曜日午
前10時～10時55分、午前11時～11時55分
/市川教育会館/入会金4,220円、月2,800円/
あっぷる/☎080-1237-1433坂本
●ビーズアクセサリー　月4回火曜日午前10
時～正午/市川公民館/1回500円（材料費別）
/子供クラブ母の会ビーズ/☎321-0016木村
●礼法とゆかたの着装（小学生･中学生）　月3
回日曜日午後2時～3時/市川駅南公民館/初回
のみ雑費1,000円/こども教室実行委員会/☎
370-1134横溝

「マイタウンいちかわ」
8月8日（土）〜14日（金）

いちかわエフエム
83.0MHz「エコーいちかわ」
月曜日～金曜日／10：00 18：45　　　  〈広報広聴担当〉「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、市のホームページ「インターネット放送局」でご覧になれます。

放送時間
10：00 12：30
19:00 22：00

リポート「いちかわ 子ども村」特集
JCN市川（CATV）
アナログ9ch
デジタル11ch

たのしもう
イベント

いってみよう
講習会 ・ 講演会

このコーナーは2週号・4週号に掲載しています。

やってみよう
仲間募集〜趣味・交流

市川市プレミアム商品券買い物は
　お早めに

○「市民の広場掲載依頼書」（広報広聴担当また
は公共施設に設置）を、利用施設で確認をとっ
てから広報広聴担当に提出してください。

○政治・宗教・営利活動として行うものは掲載でき
ません。その他「市民の広場掲載のきまり」に準
じて掲載します。

○同一団体の掲載回数は、「仲間募集」と「講習
会・講演会」「イベント」を合わせて年3回（4月
～翌年3月）までです。

○仲間募集は先着順で掲載します。催しなど日時の
定まっている原稿の締め切りは、原則、広報いち
かわ発行日の22日前の金曜日まで（必着）です。

「市民の広場」掲載の注意事項

　プレミアム商品券の有効期限は８月３１日（月）です。商品券の払い戻しはできませんので、使い忘れのないようご
注意ください。商品券の取扱店舗は小売店を含め、約1,500店です。詳しくは市川商工会議所ホームページをご
覧いただくか、☎377-1011市川商工会議所内事務局へお問い合わせください。                     （商工振興課）
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﨑
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作
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る
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写
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し
っ
か
り
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歌
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ん
、

初
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の
夕
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情
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だ
ろ
う
か
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ー
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帰
り
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自
転
車
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籠
か
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た
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が
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的
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木
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さ
ゐ
の
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の
や
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と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。結
句
に
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に
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の
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が
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っ
た
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こ
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握
手
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出
来
る
仲
じ
ゃ
な
い
か
と

澄
ん
だ
空
に
な
ぞ
ら
え
た
苦
労
人
飯
尾
さ
ん

の
決
意
か
ら
。続
い
て
、悲
し
み
が
あ
れ
ば
喜

び
も
、お
母
様
の
旅
立
ち
な
ど
逆
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に
耐
え

て
、古
稀
を
迎
え
ら
れ
た
永
井
さ
ん
お
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で

と
う
。益
々
頑
張
って
人
生
を
謳
歌
し
て
く
だ

さ
い
。次
の
大
岡
さ
ん
は
全
盲
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

辻
井
伸
行
が
題
材
。バ
ン･

ク
ラ
イ
バ
ー
ン･
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ク
ー
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に
優
勝
と
い
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快
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を
、指
先
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と

い
う
川
柳
味
で
句
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。心

を
洗
わ
れ
る
よ
う
に
澄
み
切
っ
た
音
色
で
し

た
ね
。締
め
く
く
り
の
二
句
は
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し
振
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の

矢
吹
夫
妻
の
秀
句
。九
十
七
歳
の
お
母
様
の

好
物「
い
な
り
寿
司
」を
作
って
見
舞
う
久
子

さ
ん
と
、雨
上
が
り
の
水
滴
に
く
っ
き
り
姿
を

現
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幾
何
学
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様
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光
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蜘
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の
城
」、

絵
を
見
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よ
う
な
勇
さ
ん
の
作
品
で
す
。

ご応募を
お待ちしております。

1％支援制度の支援対象団体の活動を紹介する
コーナーです。原則、各団体からいただいた原稿
を、そのまま掲載しています。

◆舞踊、唄、楽器演奏などができる者54名で、老
人ホームやデイサービスなどの慰問を月3回程行
う。利用者の方々に「老後の楽しい一時を差し上
げたい」との願いを込めて。市川演芸ボランティ
アグループ☎03-3249-6456洞澤

支 援 制 度
市 民 活 動 団 体   ９月12日号 → 8月17日（月）

  ９月26日号 → 8月27日（木）
10月10日号 → 9月10日（木）

10月10日号までの締め切りが変わります。




